










基礎代謝量を表示
するときに点灯し
ます。

体脂肪率・体水分
率を表示するとき
に点灯します。

体重・筋肉量・推
定骨量を表示する
ときに点灯します。

年齢を入力するとき
に点灯します。

身長を入力するとき
に点灯します。
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11. パターンの点滅が終了し、測定結果が表示され
たら本体からおりる

体重→BMI→体脂肪率→体水分率→筋肉量
→推定骨量→基礎代謝量→内臓脂肪レベル
の順で２回表示した後、自動的に電源が切れます。

推定骨量基礎代謝量

内蔵脂肪レベル 体水分率

筋肉量

※性別・身長・年齢を登録した後、続けて体重・体組成の測定をしないと
　個人データの登録されるが、自動認識機能は働きません。

パターン点滅

BMI 体脂肪率体重

以上で、個人データの登録は完了です。

個人データの登録（つづき）

[20.4]

[2.6kg]

[52.3kg] [26.8％]

[7.0]

[17.8kg][1159kcal]

[48.6％]
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体組成値の測定結果の判定

● 体水分率 (単位 : %)
　 体水分率とは、体内に含まれる水分の割合です。体内の水分には、体温調節や栄養の運搬
　 など重要な役割があります。標準値は、男性の場合はおおむね55%（±5％）、女性は
　 50％（±5％）です。あくまで参考値ですので、測定結果の変化の推移を判断材料として
　 ご使用することをお勧めします。

● 体脂肪率 (単位 : %)
　 体脂肪率とは体重に占める体脂肪の割合です。健康的な体脂肪率の適正値は、男性の場合
    は30歳未満で14～20％、30歳以上で17～23%、女性の場合は30歳未満で17～24％、
    30歳以上で20～27%とされています。表示される数値自体は目安とし、数値の増減で
    日々の健康管理にお役立てください。

● 筋肉量 (単位 : kg)
　 筋肉量とは筋肉の総量のことです。筋肉は体を動かすという他に、基礎代謝量と密接な関
　 係があります。一般的に、身長・体重が同じ人でも、筋肉量の多い人の方が、より多くの
　 エネルギーを消費するため、基礎代謝量は高くなります。標準値は、男性は体重の40％
　 以上、女性は体重の34%以上です。測定した値は、数値自体を判断するよりも、増減で
　 判断してください。急激な増減があったときには注意しましょう。

BMI値

判定 やせ 標準 やや肥満 肥満

18.4以下 18.5～24.9 25.0～29.9 30.0以上

● 推定骨量 (単位 : kg)
推定骨量とは、骨の中に含まれるミネラルの量です。骨の中に含まれるミネラルの主成分
はカルシウムです。標準値は一般的には体重の約４％とされております。
しかし、あくまでも一般論であり、年齢・身長・体重・体質などによって個人差があり数
値も大きく変わってきます。

●BMI
　BMIとは「Body　Mass　Index」の略で、肥満度を判定する国際的な基準です。
　本製品は、登録した個人データの身長と測定された体重からBMIを算出します。
　
　　　　　　　　　　　BMI=体重(㎏)÷身長(m)÷身長(m)
　　
　例）身長160cm　体重52.3㎏の人のBMIは、52.3÷1.6÷1.6＝20.4　となります。
　
　 目安として下記の表を参考にしてください。


















